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現行世界史Ａ「‾諸文明の接触と交流」の授業づくり
－ Ｆ．ブロ ーデ ルの三 層 構造 を基 盤 として －
A Study on Lesson  of World History Ａ “Con 七act and Eχchange among SeveraﾕCivilizations ”
Based on  the Three Phases of Fernand Braudel
１　 は じめに 一問題 の所在
昨今の高 校世界史教育で は，膨大な量 の知識を 教
授しようとするあまり， 網羅主義 に陥り，知 識の有
機的 な関連がおざ なりにされ， 却って歴史 の傾向 性
やダイナミズムが失われて，各時代の歴史像がつかみ
づ らくなっているｏ そこで， 生徒の歴史的思考力 を
育むためにも，思考 の活性化を促す「垂直的思考」1 ）
の育 成 を 通 して ， 各 社 会 を 「 有 意 味 な全 体 性 ａ
significant totaliry 」2 ）として認 識す ることが重 要
になる。 匚《有意味な全体性》 というのは，（各社 会
が）ある構造を持っている」3）ので，その規則 的なパ
ターンを探ることを意味する。
この点 から見る と， 現行 の５つの世紀は， 同時代
史的 な世界史像を描き， 世界 の動 きを ダイナミック
に捉えるには最適で，全体性 （総体） として歴史を
把握するのに格好 の時代 であると言 える。 世紀や交
流圈を選択す るのではなく，上記単元で取扱 う５つ
の世紀全てを学習することで，「世界の歴史」 として
の大局的 な構造化を図るだけで なく，懸念さ れる通
史的理解 も可能 となるであろう。
そ こで，歴史のダイナミズムを把握するためにも，
マクロの視点 から気候変動に着目し， これを基層に，
ブローデルの「３つの時間」を生かした三層構造でもっ
て５つの世紀をモデル化し，授業化を図りたい。これ
まで社会科教育において気候に視点を当てた研究 は，
深 草正 博4）や丹羽敬5）らに見 られるが，授業開発 は
なさ れてこなかった。三層構造を用い た授業開発に
ついても同様である。そこで，ｉ長期・構造としての
「気候変動」，ii 中期・景況としての「ネットワーク」，
沮短期・事件とその背後 に潜む心性としての 厂オリ
エンタリズム」をそれぞれの指標として，時間の重層
性を考慮しながら，全体史としての授業を構成するｏ
-
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２　 三 つの指標
（1げ 気 候変動 ） につ いて
まず「長 期持続 ＝構造」 を形づくる「気 候変動」
（広い意味での環境）という要素に着目する。
当初より アナール派で は， プラー ジュの影響 の下，
歴史理解 の方法 として環境に関心 が払 われてきた。
ブロ ックやフェーブルを経てブローデルを迎え るや，
明白な環境決定論的段階に至り， 環境は歴史 におい
て基底的構造を なす ものであるとされ， 気候 の変化
も一つ の要素であると考え られた
Ｏ
日本で は， 鈴木秀夫 や14C 年代測定， 花粉 分析等
の科学的手法を取り入 れた安EEI喜憲が環境決定論の
代表的存在である。 ここで は主 に鈴木秀夫 に基づ き，
当該各世紀の特徴を概観する（図 １参照）
Ｏ
①2 世紀
２世紀は気俟的にみて地球全体が温暖化していた時
期（「紀元前後の暖期」）の直後に当たる
Ｏ
「二世紀は，
紀元後の気候変化史上，とくに注目される時点ではな
いJO が，この頃より地球規模での寒冷化（＝乾燥化）
が始まり（「民族移動の寒気」）， ３世紀に至り大きな転
換期を迎える。佐藤彰一は「危機の三世紀」という一
節で， この時期が五世紀の民族大移動期以上 に歴史の
断絶をもたらしたとする見方が有力になりつつあること
を指摘しているO 121年より築城された「ノヽドリアンズ・
ウォールは……（むしろ）ブリテン島全土を征服しよう
というローマ帝 国の初期 の野望 の， 放棄を， 示す も
のJy ）であった。 ２世紀 は来 るべき変化を目前にして
（あるいは変化の途中で） かろうじて最後の安定を保っ
ていた
Ｏ
前1000 年頃からの「鉄器時代初期の寒期」に
よる民族変動や社会変動をも遠因として， ２世紀は，
漢やローマなどの世界帝国が並立する古代世界の完成
期を迎え，各文化圏の基礎が固まっていったのである。
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② ８世紀
８世紀は 厂中世温暖期」あるいは「小さな最適期」
（「リトルオプチマム期」）と呼ばれ，地球は温暖な時
期を迎える。　７世紀にも特徴的な動きがいくつかみ
られ，「モスレム暖気」「アラブ暖気」と呼ばれている。
「民族移動の寒期」に古代世界へ流入した諸民族の諳
文化・諸要素をも融合させ，８世紀は，唐やアッバー
スといった世界帝国やカロリングが鼎立する黄金期
を迎え，世界各地に文化圏が成立して，相互に交流
が図られていった。
この温暖化は，海水面の上昇によるヴァイキング
の活動などを引き起こしながら進行する。
③13 世紀
13世紀は，12世紀を転機として地球が急速に寒冷
化していく時期 厂小氷期」（厂リトルアイスエイジ期コ
に当たる。ヨーロッパは混乱期を迎えるが，「十三世
紀初頭は中央 アジアの湿潤期のピークであって，モ
ンゴルの汗たちが武力によって政治目的を達成し得
だのは，豊かな家畜の群れのためであった」8）（ステッ
プ地帯の繁栄）。 13世紀末の乾燥化により元も衰退す
るが，13 世紀はモンゴルの台頭（ユーラシアの世界
帝国）により，ユーラシア規模での民族移動が起こっ
て，東西交流が促進され，広範な文化圏の交流が行
われた。
④16 世紀
地理的な違いがあるが，16 世紀もリトルアイスエ
イジ期に当たり，「ヨーロッパの一部では，本格的な
小氷期の始まりとされているJO 。この時期には，混
乱を極める絶望的なヨーロッパから逃れようとする
動きもみられるようになり，「寒冷化による乾燥化の
中でアジア・新大陸に船出したポルトガル・スペイ
ンが，やはり気候の悪化に起因する飢饉や『民族移
動』などによって個々に社会変動を起こしつつあっ
た『オスマン朝』『サファヴィー朝』『ムガル朝』『明
王朝』といったアジアの専制国家群に布教・交易を
目的に進出する」lO）ことによって，ヨーロッパ文化圏
と他の文化圏との相互理解が進められたが， アメリ
カ大陸のように文明の危機に瀕するところも現れたＯ
⑤17 ・ 18世紀
17 世紀はなお寒冷であって，小氷期の極でもあっ
た。 18世紀に入ってようやく回復のきざしがみられ
るようになり，徐々に小氷期から抜け出し，温暖化
－
を迎えるに至る。 この時期 には 「寒冷化 の中で国民
産業 としての毛 織物工業を発展させ市民革命を経過
したイ ギリ スが，18 世 紀一時 的な気 候回 復 の中で
『第一次大英帝国』を形成して，同じく温暖化の中で
成熟期を迎えていた『清王朝』を始めとするアジアの
専制国家群 に進出」11）した。こうして，ヨーロッパ文
化圏と他の文化圏 は，交易や文化交流を通して，互
いに影響を及 ぼし合い，相 互受容 が進 められていっ
たのである。
該当する ５つ の世紀 は，気候変動 の視点 から，以
下 のように再構成して捉え直すことができる。
気
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（図１　気候変動からみた同時代史的世界史像12）】
（2）「ネ ットワ ーク論 ・ シス テ ム論 」 につい て
次 に，厂経済 （活動）」 という「中期持続＝景況」
を 構成す る要素に着目する。 経済が生産・分配・消
費を通じて形成さ れる人と人との社会関 係の総体で
あることを考えると，社会的資源としてのネットワー
クや構造化されたシステムも景況 を把 握する有効 な
方法となる。
元来，ネットワークやシステムは，広範な概念とし
て，様々な分野で用いられてきたが，これを歴史学に
応用した ものとしては，ブローデルやウォーラーステ
インが有 名であ る。現在 の国際関係を説明する従属
理論 や覇権 サイクル理論 は，前者が 「‾世界 システ ム
論」へと至り，後者はそこから誘発されたものである
し，スナイダーやキックによって世界システムを構成
す る国々 の位置関係を決定する論 理 のメカニズムも
抽出されている
Ｏ
ネットワークやシステムは，全体を俯瞰的に捉える
手法であ るため，「○世紀 の世界」 という広範な時間
及 び空 間を把握する上では極めて有効な考え方であ
る。そこで，ここでは諸理論 の中から，世 界史学習に
有用なものとして，ウォーラーステインやルゴト，濱
下武志に着目する。ウ ォーラーステインは厂L6世紀に
成立 した近代世界 システムが 厂明確な政治的統合を
欠いた分業 体制である『世界経 済』の形態を とって
おり，また，結局それが，地球全体を覆うことになっ
た」13）と指摘している。これらの理論を援用して，当
該各世紀を表した図が以下のものである。
① ２世紀
【図２　｢ 世界帝国｣ ネットワ'－ク14)】
｢西方のローマ帝国と東方の漢帝国が絶頂期に達
し，またインド経済が発展期を迎えたとき，東南アジ
アを通り中国に至る国際交易ルートがいくっかの結
節点を経由して機能していた｣1 ≒ しかしこの初期の
システムは，両端に二つの帝国が存在するものの，
相互の関係は制限され，間接的で，大帝国が衰退す
れば，もはや下位の地域はシステムを維持することは
困難であったＯ
②8 世紀
(図 ３　アッバース・ネットワークのひろがり15)】
そのシステムの再構成が，イスラム世界の興隆と
拡張によりもたらされることになる。アッバース朝で
は，イスラム商人による商業活動を通して，システム
ｉ
●
化された帝国内部と，アフロユーラシアにまたがる帝
国外部のネットワークが結合して，一大交易ネット
ワークが成立した。
③13 世紀
( 図4　13 世紀の８つの世界システム17)】
そして，13世紀システムの結実を迎えるに至 る。 13
世紀には， 強大 な軍事力を背景に， ユーラシア大陸
を統一 したモンゴル民族 の活動により，８つのサブシ
ステムとこれらを橋渡しする世界システムが形成され
た。イスラム・ネット ワークと中国のネットワークが
結合し， 統一 国家の下で，治安 と旅程の安全 が保証
され，道路網や駅伝制が組織的に整備された
Ｏ
モンゴル帝国が滅亡すると，ユーラシア・ネットワー
クはティムールや明を中心に，諸 システムに分化され
ることになるが，イスラム世界の交易ネット ワークは
保持されていた。
④16 世 紀
(図５　ヨーロッパ経済の変遷よりみた16世紀の世界18)】
大航海時代に入ると， ヨーロッパの東 アジアへの進
出が行われ， ポルトガルによる侵略もみられるように
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なるが，これは東アジアで中国商人を中心として中国
物産を扱う貿易がさかんであり，ヨーロッパ諸国もそ
の利益に魅せられて貿易活動に参加するようになった
結果であった。東アジア諸地域は，朝貢貿易システム
の中で結ばれており，地域秩序が形成されていたが，
私貿易も含めて貿易活動は盛んであった。
⑤17 ・ 18世紀
（図 ６　ヨーロッ パ経済の変遷 よりみた17 ･ 18世紀 の世界19）】
こ う し た ア ジ ア の 地 域 秩 序 は，17 ・ 18世 紀 を 経 て ，
概 ね19 世 紀 まで 続 く こ と に な る。
そ し て 「 西 洋 の 衝 撃 」 を 迎 え る が ，「『東 洋 の没 落 』
が 『 西 洋 の 興 隆 』 に 先 行 し た こ と は 決 定 的 な 重 要 性
を 帯 び て い る 。 ヨ ー ロ ッ パ の 征 服 を 容 易 に し た の は ，
先 行 す る シ ス テ ム の こ の 退 化 」20）で あ っ た 。代 わ って ，
よ う や く 「‾世 界 シ ス テ ム」 が 機 能 す る こ と に な る の で
あ る 。
一 方 ， ソ シ オ ン 理 論 等 に 代 表 さ れ る よ う に ， 最 近
の 「 社 会 関 係 ネ ッ ト ワ ー ク」 で は，「現 実 の 社 会 関 係
だ け で な く， 個 人 が 頭 の 中 で 構 築 し て い る 社 会 関 係
を も 視 野 に 入 れ よ う と し て い る 」21）。つ ま り ， 個 人 の
心 （心 性 ） ま で もが 考 察 の対 象 と な っ て い る の で あ る 。
世 界 シ ス テ ム論 だ け で は 厂わ れ わ れ の 『生 活 』 全 体 を
と らえ る こ と が で き な い」22）。 そ こ で ， 当 該 各 世 紀 を
生 き る 人 々 の 心 の 動 き （ 心 性 ） を 考 慮 す る 必 要 が 生
じ る の で あ る。
（3）オ リエ ン タ リ ズ ム （ ア ジ ア の 優 越 と憧 憬 ）
最 後 に ， 表 層 部 に あ る 個 々 の 「 短 期 持 続 ＝ 事 件 」
に 目 を 移 す と， 各 々 の 事 件 （ 出 来 事 ） を 考 え る 上 で
「 そ れ こ ぞ 経 済 外 的 な ” ， … … 単 純 な 理 論 で は 割 り
切 れ な い 複 雑 さ 」23）を 理 解 す る こ とが 必 要 に な る のが
わかる。 その複雑さ の要因 の一つとして人 間の行動
の背 後に潜む心的世界 （心 性） をあげることがで き
る。 池上俊一 は， 心的世 界と現実世界 との一 種の弁
証法により歴史が動いてい くとし，「個人的無意識と
集合的無意識の中間領域に，『地域 の無意識』ないし
『文化（社 会）の無意識』かおるのだと考え……歴史
の展開 とそ れぞれの時代 の意味を解釈する歴史学に
とって もっとも重要 なのは，地域 ないし文化 の無意
識であり，これこそ歴史の無意識」24）だと考えている。
行動
口
Ａ：自我意識 Ｂ：個人的無意識
Ｃ：グル プー( 家族･家系) の無意識
Ｄ：人種的無意識
Ｅ：元型を含む集合的無意識
（図７　ユング・フランツによる心の模式図25）】
これを上図より探ってみると，左図 の「文化 的無
意識」 や右図の「グループ （家族・家系）の無意識」
及 びC とＤの中間領域あたりが「歴史 の無意識」 に相
当するであろう。
だとすれば， この単元を貫 く「無意識」 の一つ は，
東方 へのあ こがれ（ アジアの優越 と匳憬） なので は
ないだろうか。「東方には驚異と富と偉大が支配する」
26）というイメージを西 欧人 は抱いてきた。 このよう
な「‾驚異と富と偉大 の支配 する土地 という東方 のイ
メージは容易 に衰えず， 装いを新たにして何度 も息
を吹 き返す。（そして）おそらくこのような強固で抜
き難 い東方 観が，19 世紀に開花するオリエンタリズ
ムの下地をなすことになる」27）のであり，科学文明の
危機が叫ばれる昨今 の 匚東洋 への回帰」 を求める動
きにも通じていく。
たとえ 「西 欧が， 自己を規定するために必要とし
た虚構としての他者……としての『東洋（オリエント）』
を，理論 的に，あるい はロマン的に脚色」28）したとし
ても，ヨーロッパは, 2500 年前から，東方にあこがれ，
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絶えず東 洋を求 め， そして異境の地を 目指した。 そ
の結果，匚世界 の一体化」が図 られ，匚ヨーロッパ は全
世界をヨーロッパ化することに成功した」29）のである。
ヨーロ ッパを旅に誘う東方幻 想 は数多 い。 ピタゴ
ラスやアトランティスに言及したプラトン等の言説に
始まり， ローマ帝国時代に流行した東方秘儀宗教，
インドの聖トマス伝説，プレスタージョン伝説
Ｏ
イェ
ズス会宣教 師やライプ ユッツ，ヴォルテールも中国の
豊かな思想の中に自らの発想 の端緒を見出している。
また，インド＝ヨーロッパ語族の概念の確立 は，ナチ
のゲルマン＝アーリア神話にも影響を与えることにな
るＯ
絹 や香辛料 など の東 方物産について は言うまで
もない。
３　三層構造による世紀モデル
これまで述べてきた各指標に基づき，長期・中期・
短期の時間の重層性に考慮しながら，これらの関係
をより明確に把握するために，世紀モデルの構築を
試みた。図の左に構造・景況・事件の関連を，右に
心性を配し，それぞれの対応を示した。
（1）「2 世紀の世界」の三層構造
事件
｜
景況
｜
構造
（2） 「8 世紀の世界」の三層構造
?
?
?
?
?
?
心性
心性
（3） 「13世紀の世界」の三層構造
事件
Ｅ
景況
｛
構造
（4） 厂16世紀の世界」の三層構造
?
?
?
?
?
?
（5） 「17 ・ 18世紀の世界」の三層構造
心性
心 性
心性
事件
｜
景況
作
構造
４　 世 界 史 Ａ｢ 諸 文 明 の 接 触 と 交 流｣ の 授 業 モ デ ル
以 上 の 世 紀 モ デ ル を 念 頭 に 置 い た ， 当 該 各 世 紀 の
授 業 モ デ ル を ， 以 下 に 提 示 す る。
(1) 単 元 の 学 習 目 標
繝 閲 ①各慨 は,いずれも燧 鳴 闘 もしくは縺 に獣 り,顫 な鵁ｶ 垳われた，
-
(略 茜 は,いずれも譴 跏ﾈｯﾄﾜｰｸｶ 鬚 され,堋!ｼｽﾃﾑ へと猷 した，
駱 浬 において,たえずﾖｰﾛｯ ﾊ はﾟ魴 にあこがれ,鷏 の駐 鵑 した，
勧 目標 三騰a を乱 て赭 紀の全賭 を踵 することで｢鑓 陰 剔 の鷏 幗 る，
-
(2) カ リ キ ュ ラ ム に お け る 位 置
こ の 授 業 は ， 現 行 の 世 界 史 カ リ キ ュ ラ ム の 同 単 元
に そ の ま ま 編 入 し ， ５ 時 間 あ て で 実 施 す る。
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【第 １時　 ２世 紀 の世 界】
○地球上では，絶えず寒冷化と温暖ｲ匕と力頒り返されて
きた。こうした気候変化を基層に据えて歴史をみてい
くことにする。
・２世紀の気候(変化) は，どのような状態だったの
だろうか？
①図(2100 年間
の気候変化）
②気候変助の視点
からみた同時代史的世界史像
※図2 (p3を参照）
③ネットワーク諭
による歴史把握
の階層図(1,2,3)
Ｔ：説明する
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問するＰ：答える
Ｔ：発問するＰ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
※な お，厂‾‾¬の部 分は，それぞ れ構造（気候 変動）一景況（ネットワ　ク・
システム）一事件及 び 心性（オリエンタリズム）に対応 す るも ので ある。
・気候的に，地球が温暖化していた時期（「紀元前後の暖期」）の直後にあたる。この頃より，
地球規模での寒冷化（＝乾燥化）が始まり（「民族移動の寒期），３世紀に至り大きな転換期
（「危機の三世紀」）を迎える。
・温暖化による安定。
・紀元１世紀に，漢（とりわけ後漢），クシャン朝，パルティア，ローマ帝国という隣接する
四つの大国が，そろって政治的な安定期を迎えた。
・かつてなかった規模で交易の発展を可能とする条件を享受した。俑禍する国々において強
い支配力か確立されているため，大と商品（モノ）と思怨（文ｲﾋ）の交流も自由になる。
・「ネットワークのシステム化」を経て 匚世界帝国」ネットワークか形成された。そして，漢
（後没），クシャン朝，パルティア，ロ マー帝国の冏に交易路かつくられ，文物の活発な交流
が行われた。西方のローマ帝国と東方の漢帝国が絶頂期に連し，またインド経済か発展期
を迎えたとき，東南アジアを通り中国に至る国際交易ル トーがいくつかの結節点を経由し
て機能していた。地中海から来るこのル トーは，インド西海岸に至り，東海岸を回ってベ
ンガル湾を楡切り，マレ 半ー島に逹していた。
・大部分は国内領地域間の交易であった。西方では，イタリアがぶどう酒・陶器・オリーブ
油・金絹製品を，スペイン ガーリア・ブリテン島・バルカン半島西部に供給していた。
・陸路と海路により行われた。インドは国内と外国の市場に向けて大量の織物（キャラコ 綿ー
布等）を牛産した。他に，胡椒や香料，象牙や宝石か輸出された。
・内陸アジアに約4000kmにわたってのびる，いわゆる絹の道（シルクロ ドー）がある。
・明るい部分は，エネルギー放出か強く人間活動が活発な地域を示し，シルク・ロ ドーか今
なお“健在”なことを意味している。
・海路。陣卜輸送は，愉送手段か限られており，未発達で，費用かかかるという欠点を持っていた。
穀物を陣卜でわずか100キロメ　トル足らず迎ぶよりも，むしろ船で地中海を横断して運jぐ方か
安かった。陸路による輸送は非常に不経済で，とりわけ長距離交易の費用は法外なものであった。
・「ヒッパロスの風」と呼ばれるインド洋における季節風の周期の発見による。
・冬期にはインドからアラビアに直接航行し，夏期にはその逆のコースで帰る。エジプトか
らインドまでわずか４ヵ月ほどで航行できるようになった。
・『エリュトゥラー 海航海丿己』によると，紅海の沿岸からは，象牙・犀角・亀甲（タイマイ）・香料
がロー マ側に送られていたが，ロ マーとインドとの直接貿易によって，インドの香料・薬品・染料・
真珠・宝石などに加えて，中国の生糸・絹繊物を自由に仙入することかでき，象牙・亀甲などもさ
らにその東限（「黄金島」）を知ることかできた（「黄金島」は最も東の果ての陸地と考えられた所で，
厂エリュトゥラー 海の全ての場所の中で,最もよい亀がいる」と記されている）。これに対して，ロー
マ側の送ったものは，金・銀貨・銀器・ガラス器・模様織の布・葡萄酒等があげられる。
・インド。ギリシア大（シリア［セレウコス竓 ）の使節としてマウリヤ朝のチャンドラグプタの宮
廷に派遣されたメガステネスは 夢物語の国について滞在中の貝周をr インド匐 に著している。
・オウム，綿の木．砂糖きびのことである。
・インドの香料とシナの絹。この二つの品を買うために，ローマ帝国は最も少なく見積って
も，毎年1億セステルケス，今の金額で約8億5000万円を支払った。
・香料風 食吻のにおい消しと食欲t竹進に不可欠であったし，絹は唐族の女たちの浪費の対象であった。
・胡椒など，特別おいしいものでもなければ，見た眼に美しいものでもない。ただ一種の刺戟
と辛さを持っているにすぎない。空腹を満たせば食物のつとめは尽きるのに，ただ食欲の
増進だけに専念している大もいた。貴族の宴会では，世界各地からの山海の珍味を競い，満
腹してもなお食べ統けるために吐き，吐いては食べたといわれる。
・古代ローマの人々は，絹はセリカという国で，セレス大が生産するのだと考えていた。セリ
カは，はるかかなだ，オリエントの地の最果てとされた。
・アウグストゥスは，世界における（ローマの）樋力の広がりを，国民に目に見える形で見せ
たかった。ローマの支配する土地以上のものが示されているとすれば，そこには制作者の支配欲の野望が窺えるのであるが，アウグストゥスは世界の平和の作り手であろうとした。
・セレス大がロ マー大にとって流行の先端をゆく話題になっていて，その存在を知らない者
はいなかった。絹を産するセリカの存在は，ローマ人の心の中では現実のものであった。
・プリニウスは，セレス大を 厂大柄で，碧眼で，紅毛」だと書いている。長生き（150歳まで生
きる）で文明化しているが，かなりの大嫌いである，「彼らは他の人々との交流を避けて，
取引が向こうからやってくるのを待って」おり，商取引は無言で行う。「穏やかでひっそり
した生活をひどく好んでいるので，他の人々とのあらゆる付合いを避けている」。また，紹
はある種の木の莱に生える「白いふわふわした毛」で，本は水やりをする必要かある。
・セリカは，楽園のような健康的で，肥沃な快適な暮らしの国であり，約束の地である。また，
セレス大は，穏やかで平和を好む杖範的な人々であった。（ロ マー大は，絹の生産者や生産
地について，正確な知識なしに，理想化され，神話となったイメ ジーで渮足していた｡）
・セリカ＝シナ脱と，セレス大とシナ人の違いからセリカをカシミ ルーや西チベットに位置
付けるものなど,様々 である（当時の地理的な知識の限界を示す）。
・後漢書によると，大秦はいいことずくめの素晴らしい国であり，資源は豊富で，人々の道徳
意識も模範的である。しかし，後泌書には「彼ら（大秦国王安政の使節）が献上した品物は，
まるで高価でもなければ，珍しい品物でもない。だから大秦についていろいろ書いた人々
は誇張していたのではないかと疑われる」としている箇所もある。（が，当時の地理的知識
の限界からか，概してステレオタイプのイメージから脱却することはなかった｡）
２世紀の気候（変化）は，当時の人びとにどのよう
な心性をもたらしたのだろうか？
・このような気候条件は，大局的にみて，どのような
(同時代史的)世界史像をつくりあげたのだろうか？
・隣接する四つの大国の安定一共存－は，どのような
ことを可能にするだろうか？
２世紀には，どのようなネットワーク・システムか
出来上がったのだろうか？
展
開
○これから，交易の発展をたどることにする。その際，
オリエンタリズムに棍点を当てて見ていくことにする。
・交易は，まずどのような形で行われたのだろうか？
・違距離交易は，どのように行われたのだろうか？
・代表的な交易路には，どのようなものがあるだろう
か？
・陸路と海路では，どちらか得だったのだろうか？
・海路は，どのようにして開拓されたのだろうか？
・海路による遠距離航行は，どのようなコース及び速
さだったのだろうか？
・南海航路をとおして，どのような交易か行われたの
だろうか？
③-1 図（ネットワークのシステ
ム化）
③-2 図（世界帝国ネットワー ク）
④図（シルクロー
ド）
⑤図（シルク・ロー
ド 今も文明の
灯）
⑥図（ローマ帝国
の交易）
⑦インド洋の季節
風
⑧エリュトゥラー
海航海記
⑨タイマイを中心
としてみた南海
地図
⑩インド誌
⑩プリニウス
⑩図（ロ マー時代
の服装）
⑩図（ロ マー人の
宴会）
⑩アウグストゥス時代の世界図
⑩プリニウス
⑩幾つかの仮説
⑤後漢書
Ｔ：説明する
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問するＰ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問するＰ：答える
Ｔ：発問するＰ：答える
この頃西洋にとって，あこがれの国となり始めた
のはどこだろうか？ また，それはなぜだろうか？
・「子供のように言葉を覚える鳥」「羊毛を生む木」「蜂の助け
を倍りなくとも，蜂蜜をつくる奇跡の葦」とは,何だろうか？
・ローマ人にとって，魅力的なもの（物産・奢侈品）
とは，何だろうか？
・香料と絹は，どのような用途に用いられたのだろうか？
・胡椒などの香料を必要とするロ マー大の生活はどのよ
うなものだったのだろうか？
・インドは，すでにロー マ大の地理的知識の中に入って
いたか，ローマ大は，絹を産する国をどこだと考えて
いたのだろうか？
・アウグストゥスかアグリッパに作らせた世界地図（マ
ルスの原の柱廊に描かせた）には，セレス人の国が取
り上げられていないのはなぜだろうか？
・アグリッパの地図には職っていないセレス大の国（セ
リカ）が，なぜストラボンによる地図には載っている
のだろうか？
・ロ マー大は，セレス大をどのように考えていたのだろ
うか？
セリカ及びセレス人は，ロ マー人にとって，どのよ
うな存在だったのだろうか？
・セリカ＝シナなのだろうか？
・一方，中国は大秦（の人）をどのようにみていたのだ
ろうか？
また，大秦国王安政の使節の来訪をへて，中国人は大
秦に対して，どのような考えをもつようになったのだ
ろうか？
終
結
これらの交易活動をとおして，東方はどのような存在として,西方の人々の目に映っていたのだろか？
⑩氷結したライン川
を渡るゲルマン人
Ｔ：脱明する
Ｔ：発問するＰ：答える
東方はあこがれの存在だった。ロ マーのすべての道は，オリエントに通じ，セリカ（シナ）
を夢見た。
・シルクロ ドーを代表とする大陸横断の交易は，なぜ
崩壊したのだろうか？ ・文明世界の大部分が
，北辺で剽悍な遊牧民の領域と接していた。中央アジアの寒冷化・陀
燥化(厂民族移動の寒期｣)により，遊牧民が侵入するようになった。
) は，判 忿文中の図の番号及びその図の掲戴頁を示す｡)
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【第 ２時　 ８世紀 の世界 】
・８世紀の気候(変化)は，どのような状態だったのだ
ろうか？
①図（2100年間の
気候変化）
②気候変助の猊点
からみた同時代史的世界史像
③歔飽鈴代卵1期･
第２期
※ 図3（p3を参顕）
④ ネットワー ク帝国
Ｔ：発司する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発句する
Ｐ：答える
※なお，厂‾‾¬の部分 は，そ れぞ れ構造（気 候変動）一景 況（ネットワーク・
システム）一事 件及 び心 性（オリエンタリズム）に対応 する も のであ る。
・厂中世温暖期」「小さな跟適期』と呼ばれるように，民族楔助の寒期の次にふたたび温暖な時代か
至|抹した。（しかし，ヨ ローッパでは，初頭の高温よりも，むしろ急敵な寒冷化の方に注目すべ
きである。９世紀末には寒の戻りかある｡）
・温暖化による安定。
・唐やアッバ スー朝といった世界帝国やカロリング調か鼎立する黄金期を迎えた。
・元来ネットワ クー粁命であるイスラムの，代表的な王朝であるアッバース朝が，広域に及ぶネッ
トワ クーをシステム化して，各文化圏を結びつけ，ネットワー ク帝国か成立した。
・当時のヨ ローッパは異民族の遭叺が相次いで，不安定であった。そこでは封建制度による自給自
足のシステムが出来上がった。
・イスラム圏に，新たに内陸アジアの遊牧世界とオアシス交易路がシステムのなかに組みこまれ，
ダウ船によりインド洋・南シナ海を結ぶ広域の滝上交易ネットワ クーが構造化された。アフロュー
ラシアに広がる大交易ネットワ クーか成立した。
８世紀の気候（変ｲﾋ）は，当時の人びとにどのような心性をもたらしたのだろうか？
・このような気候条件は，大局的にみて，どのような
(同時代史的)世界史像をつくりあげたのだろうか？
・このような状況は，どのような人と人との結びつき
(つながり)をつくりあげたのだろうか？
・唐の長安は, 200万人近い人口を数え，アラビア人と
トルコ人を含めた．多くの外国人を見出すことがで
きたが，ヨー ロッパ人かいないのは，なぜだろうか？
８世紀には，どのようなネットワーク シーステム
か出来上がったのだろうか？
展
開
○これから，交易の発展をたどることにする。その際，
オリエンタリズムに視曵を当てて見ていくことにする。
・アッバース朝の築いた交易ネットワー クは，どのよ
うな範囲に及んだのだろうか？
・代表的な交易路である海のネットワークを開拓し
た航海士や商人たちの苦難と口険は，どのようなも
のだったのだろうか？
・シンドバードが訪れたセレンディブ（セイロン島）
は，海上交易においてどのような役割を果たしてい
たのだろうか？
・一方，西方（ヨーロッパ世界）との間には，どのよ
うな交易が行われたのだろうか？
⑤ アッバ ース・ネットワーク
⑥ 図（グウ船）
⑦ 海のネットワー
クと中心都市
⑧ アラブ銀貨の
出土地
⑨船乗りシンド
バードの大航
海
⑩『キリスト教風
土記』
⑩『カルロス大帝
業績氛』
⑩『シナ・インド
物語』
⑩『長安の春』
⑩ シンドバ ード
の口険とその
時代背景
⑩ 厂無精な若者の物語」（『千一
夜物語』）
⑩ 唐を訪れた外
国人使節
⑩ 唐代 の国際秩
序
⑩ 黄金島「ワク
ワク」の伝説
Ｔ：説明する
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問するＰ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
・最初の「ネットワーク帝国」であるアッバース朗期のイスラム帝国か形成した大交易ネッ
トワークのなかで，トルコ大など内陸アジアの遊牧治民族は，イスラム世界と深い結びつ
きをもつようになった。また，インド洋交易路の構造ｲﾋか進んで，「第一次大航海時代」と
もいうべき海上交易の活性化現象か見られ，河川ネットワークを通じて北欧・ロシアにも
貨幣経済か波及した。東アジアでも，ムスリム商人か海上ル トーを用いて東南アジア，イ
ンド洋周縁地域からもたらした香料，香木が海上交易の活性化を助けた。
・シンドバ ドーの航海は，無数の口険談で埋められている。ここには航海士，商大たちの苦難
と口険に満ちた航海か反映されている。シンドバ ドーは前後７回の航海を行ったか，はじ
めの時期の航海では，バグダ ドーの市場で商品を買い入れた後，バスラまで川を下って，他
の商人と共に海船に乗り組み，行く先々の港で商品の売買を行ったか，第５回目の航海で
はみずから大船を買い取って船主となり、多くの乗組員を雇い入れて航海に出るかたちを
とっている。第６回目の航海ではカリフの親書と贈り物を持参してセレンディプ（現在のス
リランカ）に赴く。最後の第７回は，カリフの返書を携えてのセレンディブヘの航海で，二
ヶ月の航海の後，セレンディプ王の下に返書と数々 の贈り物（珍品）を届けている。
・セイロン島はインド洋ネットワークの一大センターであった。「セイロン島は，中央の位置
にあるので，インドの各地やペルシア，エチオピアから多くの船が災まり，この島からも各
地へ多くの船が航海している。最も遠い国 か々ら一私はチニスタ（中国）その他の商業地を
意味しているのだが一絹，沈香，丁呑，白皿 その他のものがもたらされる｡」
・カ ルー大帝との間に相互に使節を交換した，アッバース朝の最盛期のカリフ，第５代ハー
ルーン・ァッラシ ドーの使節団がカール大帝に献上した品々について，厂ペルシア大は，象
と猿，呑油と悁公香，さまざまの吹膏，香辛料，香料，程々の薬物を持つ７きて皇毎に融卜
した。それは東方がすっかり空となり，西方が一杯になったと思われるほど多量であった」
と記している。国際交易により多種多様の膨大な物資が流通していたアッバ スー翊の経済
規梗と，商業が低調で東方の物産が余り流入することのなかったフランク王国の経済規襖
がかけ離れたものであったことを物語っている。しかし実際は，フランク王国とイスラム・
ネットワー クの問の交易の規襖は小さかったものの，依然として交易は継続していた。
・中国。ァプ ・ーサイドは，ある商人から聞いた晒として，宦官が５枚重ねて着ている絹の衣
服の上からほくろか見えたことを記し，「この服地の綱は，漂白していない生糸であった。
総督の若ている絹衣は，これよりもさらに優れ，立派なものである」と驚嘆している。中国
商品の魅力は絹織物のみではなかった。…… 厂シナ大は，神の造り給うた人問の中で，絵画
や工芸，その他あらゆる手仕事では最も熟違していて，他のどの民族とて，このことにかけては彼らの前に出る者はない」と技術水率の高さを絶賛している。
・当時の長安は華やかな賑わい，活況を呈していた。「髫髪高虱 紫髯緑眼の胡人の往来も亦
稀ではない。春明門のほとりで西域の胡人に会ったという話は，唐の世には珍しい傳へで
はなかった。熱沓の区，東市の所在もすぐ近いこととて，たとえ西市に－ちゅうを翰すると
しても，流寓の外人はこのあたりにも少なくはなかったろう。……商販の利に集い寄る西
胡の数はかなり多いものであった｡」
・商業・航海などの方面でもペルシア人の活動は引き統いて行われた。波斯大，波斯船など
と呼ばれるものが，唐代の中国の各地で活動していた（記録か数多く残っている）。（『長安
の呑』の中に「西域の商胡，重価以て宝物を求める活」という一篇があるか，その中にも，
「波斯の胡人」（第３，第７，第16，第19各話）とか，「番禺（広州）の波斯店」（第13R な
どという言葉が見当たる｡）第13話は唐の貞元年間（785-805）に起こった事だとしてあるか，
崔?（サイイ）という人物か井戸に落ち，白蛇に導かれて，洞窟の奥の宮殿に至り，そこの
皇帝から宝珠をもらってかえる。この珠をもって広州の波斯店に至ったところ，そこには
百人の老胡がいて，大金をもってその珠を買ったという。この説話からも、中国の豊かさを
うかかい知ることができる。
・中国との貿易で成功を収めれば無限の富が得られる，と考えられていた。働くことか大姉
いな無精な若者に，ある日母親が言った。「お前は、長老様にこの５ドラクムをお渡しして、
それで、お前のために、シナでいろいろな商品を仕入れて下さいませ，とお願いしなさい。
それから，お前は，その商品を，ここで売りさばくことにするのだが，そうすれば（アッラー
よ，我らがために心を動かし，しかく里みたまえ！）必ずきっと，お前は，莫大な儲けをあ
げるだろうよ｡」このように，ムスリム商人にとって，運に恵まれさえすれば中国への長大
な航路が予想することかできないほどの富をもたらす，ドリームロ ドーと目されていた。
・外国の使節や留学生，留学仙のほか，ソグド大，イラン大，アラブ大などの商人だちか訪れ
てにぎわい，国際都市として繁栄した。また，唐の皇帝のもとには，外国人使節ｶ嘲 貢貿易
に訪れた。
・唐代には，東アジア・東南アジア各地の治国に対して,朗貢・冊封体制かつくられ，統一的
な国際秩序かできあがった。
・フルダ ズーベは，「中国の東方にはワクワク(wak w 瓧，倭国の意味で，日本を指す）がある。
そこでは黄金か盛んに産出され 犬の鎖や拉の首崘に黄金か用いられ，黄金の糸を織り込んだ
衣服を売りに出しているoワクワクでは質の良い島木（黒檀）が産出される」と述べている。
この頃西方にとって，あこがれの国であったのは
どこだろうか？ また，それはなぜだろうか？
・中国の当時の首都長安は，どのような様子(賑わい)
だったのだろうか？
・海上交易において，中国におけるペルシア人の活動はどのように行われたのだろうか？
中国はどのような国として映っていたのだろうか７
・店の都長安には，どのような人たちが訪れたのだろ
うか？
・唐代には，どのような国際秩序かできあかつていた
のだろうか？
・中国の東方の沖合は，どのように描かれていたのだ
ろうか？
終
結
これらの交易活動をとおして，東方はどのような
存在として，西方（ヨーロッパ）の人々の目に映
っていたのだろか？
Ｔ：説明する
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
東方はあこがれの存在だった。イスラム・ネットワークを通して，物資・人が交流し，唐
の都長安は国際都市として珎盛をきわめ，世界各地から来訪者があいついだ。
・海水面の上昇による「ヴァイキングの活動」などを招きながら進行し，「13世紀の世界」を
迎える。
・この中十鯲温暖期は，その後どのような影響を哇えて
いくのだろうか？
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導
入
【第 ３時13 世 紀 の世 界】
・13世紀の気候( 変化) は，どのような状態だったの
だろうか？
① 図 （2100年間
の気候変ｲﾋ）
②気候変動の視点
からみた同時代史的世界史像
③ モンゴル帝国
の領域と主な
交通路
④ 道路網と駅伝
制
⑤13 世紀 の８つ
の世界システム
※ 図4（3 を吉照）
⑥ 海域
昌
のネッ
トワーク構造
⑦ 構造の可変性
⑧モンゴル帝国の世界史上の位置
⑨おなじ「とき」
を眺めること
Ｔ：発問するＰ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問するＰ：答える
Ｔ：発問するＰ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問するＰ：答える
※な お，厂‾‾¬の部分 は，それぞ れ構造（気 候変動 ）一景況（ネットワ　ク・
システム）一事件及 び 心性（オリエンタリズム）に対応 す る もので ある。
・13世紀は，12世紀を転機として地球が急速に寒冷化していく時期「小氷期」（「リトルアイ
スエイジ期」）に当たる。ヨ ローッパは混乱期を迎えるか，中央アジアは湿潤期のピークで
あって，ステップ地帯の繁栄を迎えた。
・ヨ ローッパでは寒冷期による不安・恐れ，中央アジアでは湿潤期による安定。
・モンゴルか，アフロ・ユ ラーシア・サイズの，人類史上最大の帝国をきずいて，ユ ラーシア
の東西をむすびつけた。
・日本海沿海から黒海沿岸に至る広大なネットワークがモンゴル帝国の下でシステム化され
ることになった。人類の主な生活の舞台のほとんどが，史上初めて，「人ともの」の循環を
通じて，ゆるやかながらも結びつけられた。
・ヨ ローッパでは異民族の侵入が停滞し，また11～12世紀におこった農業上の技術革新によ
り農業生産力も増大し，一種の膨張の気運が生まれた。さらに，元の都の大都からはたくさ
んの遭路が各地に通じており，その道路には25マイル（約40キロ）ないし30マイル（約50キ
ロ）おきに宿駅か設けられ，どの駅にも300頭から400頭の馬が用意され，精密に作動する
機械のような制度か整っており，安全な旅行か保証されていた。
・13世紀世界システムは，ヨ ローッパ，中東（北アフリカを含む）およびアジア（沿岸とステッ
プ地帯）内の連結されたサブシステムの印象的なセットを新たに統合するものであった。こ
の回路の再構成には，東南アジアを通り中国に至る国際交易ルートに，当時機能していた
中央アジア経由の大「シルクロ ドー」を付け加えればよかった。
・13世紀世界システムは，単一の覇権ではなく，数多くの共存する「中核」勢力か存在した。
このシステムは，単一の覇権か生産と交易の条件を他者に強要することをしなかったとい
う意味で，階層的ではなかったから，地理的統合も中核にはならず，複数の中核，半周糸叺
周縁が地球上に見られた。
・13世紀のモンゴル帝国の出現によって，地中海＝ヨーロッパ文明と中国文明という二つの歴史文化は初めて接触し，全ユーラシアをおおう世界史か初めて可能になった。そして，場
所・地域・文明をこえて，グロ バールに「とき」を同じくして生きているという「時代史」
の発想が，「モンゴル時代」より始まった。グロ バーリゼイションの第一の波であった。
13世紀の気候(変化) は，当時の人びとにどのよう
な心性をもたらしたのだろうか？
・このような気候条件は，大局的にみて，どのような
(同時代史的)世界史像をつくりあげたのだろうか？
・このような状況は，どのような人と人との結びつき
(つながり)をつくりあげたのだろうか？
・８世紀には見いだすことかできなかったヨ ローッパ
人が，13世紀に入って数多く中国に来朝しているの
はなぜだろうか？
13世紀には，どのようなネットワーク・システム
か出来上がったのだろうか？
・13世紀世界システムは，16世紀以降に出現した近代
世界システムと比べて，どのような点が異なってい
るだろうか？
・13世紀は，（歴史上）どのような意味を持つのだろ
うか？
展
開
○これから，交易の発展をたどることにする。その際，
オリエンタリズムに猊点を当てて見ていくことにする。
・「船乗りシンドバッド」に象徴されるようなダウを
操る「アジアの第一次大航海時代』に継ぐ，ダウと
ジャンクによる「アジアの第二次大航海時代」は，
どのような時代だったのだろうか？
・（ネットワーク・センターでもあった）モンゴル帝
国の首胝 大都の繁栄の様子は，どのようなものだっ
たのだろうか？
・国際港市ザイトゥーン（泉州）の繁栄の様子は，ど
のようなものだったのだろうか？
・中国商人は，どのような存在だったのだろうか？
⑩図（ジャンク）
⑩ アジアの第一次･第二次大航梅時代
⑩ ダウ交易とアジアの第一次大航海時代
⑩ 中東からインド以遠
への梅上ルート
⑩ 世界都市・大都
⑩ 世界に冠たるザ
イトウー ン
⑩中国商人は世界
有数の商人
口 黄金の島「ジパ
ング」
⑩ 日末貿易，黄金
宮殿
⑩元寇＝ジパング
遠征
⑩二つの仁鋭９･
海二つの幻影）
⑩ 新システムの形
成
Ｔ：説明する
Ｔ：発問するＰ：答える
Ｔ：発問するＰ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
・「アジアの第二次大航海時代」の瓦点に位匠するのが，13～14世紀のモンゴル帝国である。
ユ ラーシア大陸の大部分を統合した遊牧帝国のもとで，陸・海のル トーか結び付き，ュー
ラシアの陸と海をつなぐ円環ネットワ クーか著しく活性化した。世界をひとつのものとし
てつなぎとめ，大航海時代はその延長線上にあった。
・（大都に造営されたバーンの新宮殿（大明殿）について）宮殿の広間や各室の内壁はすべて
金銀循を張りつめた上に貴婦人・騎士・屯・禽峨そのほかさまざまな絵が美々しく描かれ
ている。天井も同様に装飾され，絵画と金箔ニー式で埋め尽くされている。広間はとても広く，
優に六千人を収容して宴を張ることかできる。部屋数の多いことときたら全く信じられぬ
ほどである。宮殿の美麗さ．規模の広大さに至ってはあまりにもすばらしくて，より以上の
ものを脂 十し建造できる技術を身につけた大なんぞは世界中どこを搜しても見つかるはず
はない。また、フビフイの５牛日の祝宴には，錦繍の衣装で窃aiった大ハ ンーのもとに，綱
の礼服に身を包んだ1万2000人の重臣が集まり，帝国各地から膨大な歛卜品が届けられた。
・キリスト訛治国に売りさばこうとしてアレクサンドリアその他の港に胡椒を積んだ一隻の船が入港
するとすれば，ここザイトウン港にはまさにその百倍にあたる百旻の船が入港する。その貿易額か
らいって，ザイトウン市は磑兆に世界最大を誇る二大海港の-･であると断言してはばからない。
・イプン・バトウー タは，厂船主の代理は王侯にも似たもので，上陸の際は射手，黒人などが，槍，剣，鉦鼓，角笛，ラッパなどを持って先導する。またその宿舎の門の両側には長槍を立
てておく。シナの民の中には，多数の船を持っているものかあって，その代理人を諾外匡に
派遣している。世界中で，シナの人々ほど財宝を多く持っているものはないのである」と述
べ，中国商人か世界有数の商人だったことを指摘している。
・中国（モンゴル）。モンゴルはイスラム・ネットワークと中国のネットワークをリンクさせ，
渚物資や銀が環流した。人々 はモンゴルを中心にできあがったシステムをみずから利用して，
進んでその恩恵に預かろうとした。名も知れない数多くの商人・宗教者・政治家・外交官・
技術者・芸術家・運送業者などが，みずからの逞巴と選択で，かつてない規模で移動した。
・厂チパングは，東のかた，大陸から千五百マイルの大洋中にある，とても大きな島であるo
住民は皮膚の色が白く礼節の正しい優雅な偶像教徒であって，独立国をなし，自己の国王
をいただいている。この国ではいたる所に黄金か見つかるものだから，国人は誰でも莫大
な黄金を所有している。……この国王の一大宮殿は，それこそ純金ずくめで出来ている｡」
・日末貿易で，日本からたくさんの砂金や金象眼の細工物などか輸出された。また，陸奥で産
出された莫大な量の金が，中国へ流れたことも推測される。さらに，この黄金宮殿は，中尊
寺金角堂ではないかという描論が成り立つ。
・マルコ・ボー ロの「フビライが從大な財宝を手に入れるために二人の涓波に大船団を与えてジパ
ング琵而Fを試みたものの、嵐にあってあえなく失敗に終わったために，莫大な黄金には手がつけ
られていない」という話は 真実として受け取られた。ジパングロへの植民活動は水泡に帰した。
・森林に覆われ，ユーラシアの動きから隔絶されたヨ ローッパにとって，東方は霧の彼方（未
知）の世界であったか，たえず憧れ，その幻影を追い求めた。
・十字軍時代になると，アジアから漏れてくる不正砲な情報の断片は，宗教的・経済的な脚色
を施されたいくつかの幻想となり，やがてそれぞれか一人歩きを始めていった。そうした
「幻」の代表的なものか，陸の世界で生まれた，東方の強大なキリスト教国「プレスタ ・ージョ
ン（司祭王ョハネ）」の伝説であり，海の世界で生まれた，黄金品「ジパング」の伝脱である。
・（アフリカに再生された）プレスタ ・ージョン伝脱とジパング伝説は，世界資本主義という新しいシステムの形成につながる大航海時代をもたらした。今から考えれば根拠のない思
い込みであったか，人間は一定のイメージを頭に思い浮かべ，それに基づいて行動を起こ
すものであり，たとえ幻影に過ぎなくとも，それを心の底から信じてしまえば，人々の情熱
的な行動か呼び起こされていくのである。
この頃西方にとって，あこがれの国であったのは
どこだろうか？ また それはなぜだろうか？
・日本（ジパング）はどのように紹介されたのだろう
か？
・ジパングはなぜ黄金の島になったのだろうか？
・元寇の目的は黄金なのだろうか？
東方（東洋，オリエント）は，西方（ヨーロッパ）
にとって，どのような存在だったのだろうか？
・このような傾向は，13世紀に，どのような形で現れ
たのだろうか？
・この二つの伝説は，その後どのような彫響を与えて
いくのだろうか？ また，それはなぜだろうか？
終
結
これらの交易活助をとおして，東方はどのような
存在として，西方（ヨーロッパ）の人々の目に映
っていたのだろか？
Ｔ：脱明する
Ｔ：発問するＰ：答える
二つの幻彫とともに，東方はあこがれの存在であった。十字軍以来ずっとヨーロッパ人た
ちは，経済的に支配的であったアジアへのアクセスをより大きなものにしようとしてきた。
・小氷期は.1300年頃に始まり1850年頃まで統く。この肌 ヨー ロッパでは食糧の供給か常に問題（飢
饂）となった。この食糧難が，食櫓増産のための農業革命を進行させ，大規模な囲い込み農地は土
地の景観を変えた。また，ヨ ローッパから逃れて新天地を求める机民活動（移民）も行われた。
・このリトルアイスェイジ期（小氷期）は，その後ど
のような影響を与えていくのだろうか？
⑩
⑩
⑩
⑩
⑩
⑩
⑩
⑩
(中公新書1558)｡ 中央公論新社。2000，ｐ87
＝ルゴド( 佐藤・斯波・高山・三捕訳)，ヨーロッパ覇権以前(上)，岩波書店2001,  p255
コ・ボーロ 東方見聞録『驚異の書Jf ｒ.2810写本 岩波書店; 2002, pp87-94
, ppl45-146
ジパ ング伝説(中公新書1558)｡ 中央公論Mi  2000. 。89（ , 新社2000.  p89
で一口 東方見聞録『驚異の番J  fr.2810写本 岩波書店, 2002, pl47
ング伝説（中公新番1558). 中央公論新2000.  pp60-63
1 一口 東方見聞録『驚異の書:J fr.2810写本 岩波書店，2002，p147
ング伝説（中公新番1558），中央公論新%fc. 2000. p4
⑩ 全訳 マルコ ポーーロ
ン(角川叢書13).角川循店I 2000. pp64-66 ⑩ 宮崎正勝，ジパ f
?社, 2000. pp  ii-iv　　　　　　　 Ｏ　 同 上,  ppl^
－58 －
発　　　　　　　 問 資　 料 教授･学習活助 生 徒 に 習 得 さ せ た い 知 識
導
入
【第 ４時　16 世 紀 の世 界】
・16世紀の気候(変化) は，どのような状態だったの
だろうか？
① 図 （2100年 間
の気候変化）
② ブリューゲル
厂雪中の狩人」
③気候変助の猊呶
からみた同時代史的世界史像
④海のネットワー
ク
⑤ 中世ヨ ローッパ
に衝撃を与えた陸・海二つの幻
⑥ モンゴル・シ
ステム
⑦ 主要な環地球交易ル トー
※ 図5 (p3を参照）
⑧ ネットワークの再編と世界経済
システムの成立
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発限]する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
※な おＪ Ｔ ‾¬の部分 は，そ れぞれ構造（気 候変助 ）一景 況（ネットワ　ク ー
システム）―事件及 び心 性（オリエンタリズム）に対応 す るも ので ある。
・地理的な違いかあるか，16世紀もリトルアイスェイジ期（小氷期）に当たり，ヨ ローッパの一部で
は本格的な小氷期の始まりとされている。
・寒冷化による不安定・混乱。
・モンゴル時代をへて，ヨ ローッパは急に「外むき」になる。寒冷化による乾燥化の中で，まずポル
トガル・スペインか，アジア・新大陸へ船出した。ヨ ローッパ人による新ネットワ クーの形成は，
海の時代の到来を告げた。
・陸のネットワー クとは異なり，海を抜介とするネットワー クは政治的にシステム化するには不安定
であり，恒常性に欠けたために移住か盛んに行われ …･･4蚤済的側面を突出させた。
・ヨー ロッパでは，造船技術や航海術，羅針盤の発達を皀既に，繁栄したアジアの物質文明にあこか
れ 探検・航海か行われた。また，陸のプレスタ ・ージョン伝説と海のジパング伝説か，ヨー ロッ
パ人を未知の胤 大西洋へと誘い，その急成阮 資本主義の形成につなかった。一方，モンゴル・
システムは，海上ルー トでは生きつづけていたが，（明の閉鎖政策以後）明を中心とするアジア東方は「内むき」に転じ，自分の中に閉じこもった。
・コロンブスの新前略発見以脱 大汚兩司辺諸堋戎を結ぶネットワー クかヨー ロッパ人により作り上げ
られ そのネットワ クーは君孤峰を経由してアジアに至る『海のネットワ クー」と結びついた。（ヨー
ロッパは14 ・15世紀の危戝から，匡家と資本ぢ&ｶ剛会の中已ヽとなるシステムを細み出して抜け出
した｡新システムは 経済的仰荳iを突出させ,厂世界システム（近代世界システム）」すなわち世男資本
主義の兄絨へとつながっていく｡）「地理上の発見」以後 西半球の「新」世界はIE泄界の経済とシス
テムに組み込まれたのであり，世界交易（世界経済）はアジアにむ力いって方向づけられた。
13世紀の気候（変ｲ匕）は，当時の人びとにどのような心性をもたらｌたのだろうか？
・このような気候条件は，大局的にみて，どのような
(同時代史的)世界史像をつくりあげたのだろうか？
・このような状況は，どのような人と人との結びつき
(つながり)をつくりあげたのだろうか？
・15 ・ 16世紀には，アジアの第一次・第二次大航海時
代に継いで，ヨーロッパの大航海時代( 第三次大航
海時代)を迎えるか，それはなぜだろうか？
16世紀には，どのようなネットワーク シーステムが出来上がったのだろうか？
展
開
○これから，交易の発展をたどることにする。その際，
オリエンタリズムに視曵を当てて見ていくことにする。
・陸のプレスタ ・ージョン伝説は，アフリカ西岸の開
拓に，どのような影響を与えたのだろうか？
・（さらに，プレスタ ・ージョン伝説に導かれて，鬨
拓されたインド航路などを経由して）「海のネット
ワーク」により営まれた香料貿易は，実際にどのよ
うな富（利益）をもたらしたのだろうか？
・海のジパング伝脱は，コロンブスの新航路発見に，
どのような影響を与えたのだろうか？
・コロンブスの夢は実現しなかったか，彼が最後の航
海で投じた一石（第４回の航海で得た新情報）は，
どのような彫響を与えたのだろうか？
・このころ，（ヨ ロー.ッパでは）海上交易は，どのよ
うな富をもたらすと考えられていたのだろうか？
⑨拓 かれるアフ
リカ西岸
⑩ ラブレ 『ー第二之書パンタグ
リュェル』
⑩香辛料
⑩香料の価格表
⑩ コロンブスの心をとらえた黄金
の島 厂ジパングl」
⑩ 復活した黄金
伝説
⑩ シェークスピ
ア『ヴェニスの
商人』
⑩外国銀の中国
への流入
⑩ ジパ ング伝脱
と欲望により征服されてい
くアメリカ
⑩海へ出た牧畜
民
⑩人類史の画期
となる15世紀
⑩アジアの優位
⑩記憶としての
システム
Ｔ：説明する
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問するＰ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問するＰ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問するＰ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
・14世紀になると，プレスタ ・ージョンの国はアジアではなくアフリカ内陸部のエチオピアに
あるとする新たな伝説か広まった。ポルトガルのエンリケ航海王子は，モロッコへ進出する
ため，プレスター ・ジョンの国との同盟を画策し，そこに至るル トーを見つけ出すため，未
知の海，大西洋に目を向け，アフリカ西岸を探検した。この事業の結果，マデイラ島での砂
糖栽培の成功やギニア海岸のエル・ミナ地方における奴隷・金・象牙貿易による収益もあがっ
た。その後，内陸にあるオガネ王国か同国であるとして，陸と海から使節が派遣された。そ
の海からの使節かバルトロメウ・ディアスである。彼はアフリカ東岸のモザンビークの奥地
にこの国があると聞き，フランシスコ・ザビエルはインドの漁師海岸の海の彼方にあるに違
いないと記し，ラブレーはプレスタ ・ージョンと名乗るインド王について記した。
・バルトロメウ・ディアスの発見した喜望峰を迂回してインドのカリカットに到着したヴアスコ・ダ・ガマにより，インドから運ばれて未だ胡椒は，航海賢用の60倍という高率の利
益をもたらした。保存食品の防腐・臭気消し・調味・食欲増進の他に，胃腸・肝臓薬，強壮
剤などの効果かある香辛料は，その粒が同重量の銀と等価であるとされ，貿易の利益は莫
大であった｡’マラッカからアレキサンドリアに運ばれるまでに，丁字の価格は約8.47'倍，肉
荳蒄の価格は吟6.77倍にな.る勘定になり，13～14世紀頃からヨご口
≒ パに入っ笂丁孛卮･ｊ
は原産地の360倍にもはね上がったことかあった。
・マルコ ポーー ロのr東方莎 脱 』はヨ ローッパ人に鴬方への夢をかきたてた。コロンブスは ジパン
グの莫大な黄金を廊尽して貧しさから脱出するとともに，その黄金を軍資金にすれは;十字傴を月痩
組識し，イエスの聖狐と卜々 に天国の入口をもつイェノレサレム繃亘］も硝皀にな后・価まざ屠えた。
・ユカタン半鳳 パナマ地謝写での黄金探しの新しい波を生み出していくことになる。バルボア，コル
テス，ピサロなどによる新たな厂ジパングで」，つまり「エル・ドラド（黄金郷）」を追い求める行肪であ
る。彼らの黄金を求める野望が扈助力になって，スペインの支取l蜀がアメリカ大陸に広がった。
・一攫千金，莫大な富をもたらすと考えられていた。『ヴェニスの商人.』の中で，サレアリオ
がアント ニーオに向かって 匚君の心は海の上でゆれているのだよ。なにしろ君の商船は海
原に堂々たる帆をはって，まるで海の殿様か大金持ちとでもいったように－それとも，潮
路をわたる山車行列かな一小舟どもを下に見おろして，やつらか波間でお辞儀するそばを
翼をひろげて走っているのだからな｡」という場面かある。
・カタイ（商品）やモルッカ（香料），ジパング（黄金）。大航海時代には，世界の磁場は東イ
ンドすなわちアジアにあった。 15～17世紀の西欧のアジア貿易は，決してヨ ローッパ製品
の新市場をアジアに発見することでなく，西欧にアジア産品を輸入し供給することであっ
たo その資金調達の手段か新大陸からの貴金属輸入であった。明の後半期になると，銀山
からの収益は減っていくものの，中央の銀庫（太倉銀庫）の収益は急増している。
・黄金への欲望は膨らみ続け，その後もジパング探索の動きは，エスパニョーラ島からパナ
マ地峡，アメリカ大陸へと及んだ。ジパング発見は，変形されながら現実のものとなり，ア
メリカ大陸の膨大な量の金・銀が流入した。
・インド・ヨーロッパ語族は牧畜民の文化をずつともっていた。牧畜民は，移助することに
よって新しい支配地（植民地）をつくっていく。陣卜の牧畜民の子孫か海に出ていき，海の
先につくったのが植民地だった。
・牧畜民はその土地土地で最大限収奪して移動していく。牧畜民が活皿するごとに自然破壊
の程度もひどくなる。牧畜民が15世紀に世界中に拡散し始めたときに地球環境問題が始ま
り，それかグローバル化の第一歩だった。
・アジアの文明に，当時のヨ ローッパ人は憧れていた。もとより，このころの西欧の力は，実
に微弱であった。それぞれに，それなりに強力なオスマン明，サフアヴィ 朗ー，ムガル朝，
明期，ロシア帝国などに対しては，ひとかすりをすることさえできなかった。「地理卜の兇
見」「大航海時代」において，西欧は，ささやかな力でも優位にたてる南北アメリカ大陸や
オセアニアなど，ことさらに 厂弱いところ」を突いて支配した。組織だった国家を形成して
いるアジア諮国に対しては，厂海からの交易者」にとどまった。
・明を嘔已ヽとするアジア東方は。次第に自分の中に閉じこもりがちとなった。「東方」ｶ鴉洋について後
れをとったのは4明の『海笈」後のことである。明の閉遒改黽以紕 そうなった。東方は発屁を自粛
し，ほとんど自滅した。15世紀は運命をわける世紀となった。西方はこの間に銃火器を-一挙に進歩さ
せる。東方はここでも自粛し，艦露と火砲の組みあわせは西方のものとなった。15世紀なかばからの
一世屁ｍに。『陸と弓矢」の時代から「海と鉄砲」の時代へＱ世界史の大好ﾋの中で,東方は西方に基
礎憂件を教えながら自らは後退した。明朝の厂内むき化」のもつ湎珠はm大であった。
この頃西方にとって，あこがれの国であったのは
どこだろうか？また それはなぜだろうか？
・アメリカは，なぜ征服されていったのだろうか？
・漁撈民は巨大な海を支配して交易をしても植民地
をつくらなかったのに，なぜヨ ローッパ人は植民地支配（植民地経営）を行ったのだろうか？
・牧畜民が世界中に拡散することで，どのようなこと
が始まったのだろうか？
アジアはどのような国として映っていたのだろうか
？ また，当時（16世紀には），西欧とアジアとの
力関係は どのような状熊にあったのだろうかり
・（そのように豊かであった）アジアは，なぜ弱体化
したのだろうか？
終
結
これらの交易活助をとおして，東方はどのような存在
として，西方（ヨー ロッパ）の人 の々目に映っていた
のだろか？
Ｔ：説明する
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
東方はあこがれの存在であった。ヨ ローッパはアジアの磁場に引きつけられた。ポルトガル
の海上支配も「海のネットワ クー」の上に乗っかった形で成立したものであり，モンゴル・
システムの一部応用であった。近代なるものの起点はモンゴルに週るものであり，アジアは
西欧に優越していた
・このリトルアイスェイジ期（小氷期）は，その後どのよ
うな影響を与えていくのだろうか？
・ヨ ローッパでは，食糧間題が深刻化し，多くの農民等が餓死寸前の状態で生活するなど，小氷
河時代に翻弄された。食糧難は革命さえも引き起こし，農業改革が行われるなど，農業革命は
さらに進行したか，大飢饉に誘発されてヨ ローッパから大丿丑の農民か土地を求めて移動した。
彼らの移住先は北米だけでなくオ スートラリアやニュ ジー ラーンド,南アフリカにまで及んだ
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導
入
【第 ５時　17 ・ 18世紀 の世 界】
・17 ・ 18世紀の気候(変化) は，どのような状態だっ
たのだろうか？
①図 （2100年間
の気候変化）
②「夏というより
は冬のよう」
③ 気候変助の視曵
からみた同時代史的世界史像
④ 近代社会の要件
⑤ アジアの帝国主
義
⑥ 清代のアジア地
坡秩序
⑦ 主要な鵈 球交
易ル トー
※ 図6 (p4を参照）
⑧ 中国の鴨貢貿易システム
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問するＰ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
※ なお，二 の部 分は，そ れぞ れ構 造（気 候変動 ） 景況（ネットワーク・
システム）一事 件及 び心性 （オリエンタリズム）に対 応 する も ので あ る。
・17世紀はなお寒冷であって，小氷期の極でもあった。 18世紀に入ってようやく回復のきざしが
みられるようになり，徐々に小氷期から抜け出し，温腰化を迎える。
・寒冷（ｲ匕）から温暖（ぞ匕）へ移行する過程で，不安定な心が次第に安定してきた。
・市民革命を経過したイギリスが，18t朕卜 時的な気候回復の中で 匚第气欠大芟醉国」を形成して，
同じく温駆 匕の中で成熟期を迎えていた柵王朝を始めとするアジアの専制国家群に進出した。
・生産と流通．特に通商を国家と社会か当然の目的とするようになった。個々 の人間の利潤劉ひ
への努力と工夫など，近代壯会に不可欠な要ｲ牛ができた。
・ユ ラーシアには，東方の明・清帝国，中央のサフアヴィー 朝や第二次ティムー ル朝としてのムガル帝国，
西北のロシア帝国，そして西南のオスマン帝国という四セットの大帝国か，それぞれのときに同時に４
つずつ並び立った。西欧列強によるいわゆる帝国主義のしばらくまえに「アジアの帝国主義」の時代を
迎えた。清代には，東アジア・東南アジア各地の諸国に対して，朝貢・冊封体制が形づくられた。
・これらの国家は，いずれもみなモンゴル時代に，なんらかの端緒かあり，総合化された弛周な
軍事・経済のシステムをもつ「巨大国家の方式」が，モンゴルから引き継がれた。
・大西洋三角貿易を含む世界分業における枚雑な交易ネットワー ク（環地球交易ル トー）ができあ
かった。近代世界システムは，次 と々世界の各地域を取り込んでいくが，中国は朝貢貿易システ
ムによって中革秩序を外緑的に拡大していった。一体性をもったシステムの歴史としてのアジア
の歴史は，中国を中心とする国内貢租／朝貢貿易関係によって特徴付けられ それは，東南アジ
ア，北東アジア，中央アジアおよび北西アジアに対して，中心一周辺関係を持ち，隣接するイン
ドの交易圈ともつながりを持つ有機的な実体であった。そのシステムは19世紀まで存続した。繁
栄するアジア交易圏に参入しようと，イギリスはマカ トーこ－らを派遣して通商を求めた。
17・18世紀の気候（変化）は，当時の人びとにどの
ような心性をもたらしたのだろうか？
・このような気候条件は，大局的にみて，どのような
(同時代史的)世界史像をつくりあげたのだろうか？
・このような状況は，どのような人と人との結びつき(つながり)をつくりあげたのだろうか？
・17・18世紀には，ユーラシアは，どのような状態に
あったのだろうか？また，それはなぜだろうか？
17・18世紀には，どのようなネットワーク・システ
ムか出交上がったのだろうか？
展
開
Ｉ
○これから，交易の発展をたどることにする。その際，
オリエンタリズムに猊曵を当てて見ていくことにする。
・大西洋地域では，どのような交易か行われたのだろ
うか？
・アフリカ 西ーアジア地域では，どのような交易か行
われたのだろうか？
－インド洋地域では，どのような交易が行われたのだ
ろうか？
・アジア地域では，どのような交易か行われたのだろ
うか？
・東南アジア海域での交易は，東南アジアの歴史にど
のような影響を及ぼしたのだろうか？
・日本では，どのような交易か行われたのだろうか？
⑨大西洋地域の
主要交易ルー
ト及び凡例
⑩ アフリカー西
アジア地域 の主要交易ルー
ト及び凡例
⑩ インド洋地域の主要交易ルー
ト及び凡例
⑩ アジア地域の主要交易ルー
ト及び凡例
⑩「海のまんだら」
と「 陸のまん
だら」
⑩ 古伊万里とオ
ランダ貿易
⑩ 中国・日本か
らヨーロッパへの彫響
Ｔ：説明する
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問するＰ：答える
Ｔ：発問するＰ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問するＰ：答える
Ｔ：発問するＰ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問するＰ：答える
・17・18世紀にわたって，とりわけ18世紀の間に，大西洋をまたぐ有名な 匚三角貿易」が発達し
て，アフロ ユーー ラシアの交易および世界経済の分業の皿要な付属物となった。
・西アジアの交易は，ヨ ローッパに対しては黒字，南アジア．東南アジア，東アジアに対しては
赤字であった。西アジアは，東方との貿易赤字を，ヨ ローッパ，およびマグレブとそれを介し
た西アフリカ，さらには東アフリカからの金および銀を再愉出することで埋め合わせていた。
・商業の中心地となる港市が，ネックレスのようにアジアにぐるりと立ち並んだ。インドはより
効率的で低コストな綿織物牛庠，及び愉出用の胡椒に基礎を匠いて，ヨ ローッパに対して莫大
な，そして西アジアに対してもある程度の貿易黒字を計上した。また，東南アジアに対して，
綿布を喩出し，香料を輸入した。同じル トーで，綿布と中国の絹及び陶磁器も取引された。
・東南アジアは，域内で産する香料とスズをヨ ローッパ，西アジア，およびインドへ輸出し，イ
ンドからの愉入品を中国へ再愉出していた。中国との交易は，なんらかの「明貢」使節という
形態をとった。
・中国王朝交代のリズムと海のまんだらの盛痕が，海のまんだらと陸のまんだらの相互作用にも形響を
及ぼした。海のまんだらの有力な時代には沿海の港市は陸のまんだらに対して自立的な地歩を維持で
きる。海のまんだらｶ箙えると，陸のまんだらが沿海地域に勢力を拡げ，時には港市を破壊する。
・日本は，明清交替期の混乱で中国磁器の世界への供給か停止したため，海外市場を獲得し，相
当な愉出量の陶磁器をヨ ローッパの市場にまで送った。17 ・ 18世紀において日本の経済的発展
はヨ ローッパの先進国と肩を並べていた。
・中国（アジア）。絹，陶磁器などの手工業生産における圧倒的優位のため，中国は諮外国全てに
対して貿易黒字となり，最大の銀の純愉入国であった。また，儒学（朱子学）や科挙制,農本思1虱 陶磁器などかヨ ローッパの制度や文化に大きな彫響を与え，茶の流行はライフスタイルを
変化させた。
・15～17世紀，香辛料・絹・綿・染料など世界最重要の物産の一大生産地，一大交流圏は海洋イ
スラムと海洋中国からなる海洋アジアだった。海洋アジアの物産に依拠せずして多少とも豊か
な生存を図ることはできなかった。
この頃西方にとって，あこがれの国であったのは
どこだろうか？また，それはなぜだろうか？
アジアはどのような国として映っていたのだろうか？
展
開
ｎ
○これから，オリエンタリズムに礼点を当てながら，
アジアの発展の様子をたどることにする。
・17 － 18 世紀において，世界（経済）の中心はどこ
にあったのだろうか？
・「西洋の衝撃」をへて，ヨーロッパが発展（厂西洋の
勃興」）し，世界（経済）の覇櫓（ヘゲモニ ）ーを握
ることかできたのはなぜだろうか？
・なぜ，アジアでは，産業革命が起こらなかったのだ
ろうか？
・西洋はいかにして勃興したのだろうか？「西洋の勃
興」は，ヨ ローッパによる独力の勃興（台頭）なの
だろうか？
・厂西洋の勃興」は，アジアとの関連において，どの
ようにとらえることかできるだろうか？
⑩ 世界経済にお
ける中国
⑥ 海と火器の時代(西洋の勃興
と産業革命)
⑩ 資本主義への移行を阻止す
る官僚
⑩ 東洋の没落は，
西洋の勃興に
先行した
⑩ アジアという巨
人の口に登る
Ｔ：説明する
Ｔ：発問するＰ：答える
Ｔ：発問するＰ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
・世界の中心はヨー ロッパではなくアジアであった。グロ バールな経済には，複数の中心があったか
もしれないか，全体のシステムの中で，他を支配していたのは，中国にあった中心である。ヨー ロッ
パ（西欧）は，17世紀さらには18世紀前半においても，なおアジアに対して優位にあったとはいえ
ない。ゆっくりと周緑的に，アジア経済の進行に加わるのがやっとであった。
・西欧力倶に他の地域を圧倒し，地表を分割していくのは，19世紀も後半のことである。産業革命と近代社会のうえに。強力な火器と海皿力とて珥箏化した西欧ｍ家が，アジア諸国を解体し，残された土
地の柾髟胼ﾋと自国の権抱広大をめざして峨争を繰り広げた。近代西欧国家は皿事ｍ家であった。
・石炭と鉄鉱石かあっても，動力（源）の技術革新がなかった。すでに宋代には，製鉄の技術革新かあり，ブ
ルジコア文化も生まれたが，この発展は全部官僚に収奪されてしまい，資本主義社会への移行かできなかった。
・東洋の没落は．西洋の勃興に先行した。アジアの諸地域・諮帝国が，一つずつ褒退していくような，
コンドラチエフ「Ｂ」局面的な下降の，長期的経済サイクノレが存在した。ヨ ローッパは，このアジ
アの厂Ｂ」局面の下降サイクルを利用することかできた。ヨ ローッパ人が，世界経済において，主
導的地位とヘゲモニー を要求するようになったのは，この後のことである。
・「西洋の勃!F剔 は，世界経済／世界システムにおいて起こっていたこととして，輸入代替から愉
出振興へという峨略の遂行によって，アジア経済という巨人の口に上っていった事例である。
終
結
オリエンタリズムとは何だろうか
？ これらの交
易活動をとおして，東方はどのような存在とし
て，西方（ヨ ローッパ）の人々の目に映っていた
のだろか？
四 オリェンタリ
ズム
⑩ アジアの緊栄
⑩現代の温暖化
(地球温暖ｲﾋ)
Ｔ：脱明する
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
オリエンタリズムとは
，西欧か，自己を規定するために必要とした虚構としての他者，そ
ういう他者としての 厂東洋(オリエント)｣を，理論的に或いはロマン的に脚色し，それを科学と芸術の名において世界に誇示してきたものであるか，西欧はアジアの文明に惶
れ 東方への憧れは継統したのである。
・アジアは，近年どのように発展しているのだろうか？
アジアは， なぜ緊栄するに至ったのだろうか？
・このリトルアイスェイジ期（小氷期）をへて，気候
は近年どのように変化しているのだろうか？
・アジアの経済的潜在力が注目され，世界の諸企業が競って進出して来，アジアは世界の一
大供給センタ へーと変貌している。「アメリカの世紀」は20年しか統かなかった。日本に始
まり，次いで東アジアNIEsへ，そして今日では中国の沿岸部にも広かった，現代の東アジ
ア経済の拡張は，それほど遠い昔ではない時代にアジアが保持していたような世界経済における主導的な役割を，将来取り戻す，その始まりを意味しているのかもしれない。
・20世紀の前半は，小氷河時代の標準からすれば，特に変わったところはなかったが，現在は長期的な
温暖化傾向にある。人間の活助によって，たった50年ばかりの間に大気中の二酸化炭素量が15％も増
え，今後100年で最低1.4度も気温が上昇するのは地球史において異常事態であることは事実である。
④ 杉1111F 明．ク ビライの 餬 獎 モ ンゴ ル恂亠 帝国 への道( 朔 日選l
⑤　 同 上,  pp261-262
⑥ 白石 防．海 の帝 国( 中 公新 書1551). 中 央公 論新老Ｌ ２０００. ｐ;
⑦ Ａ.Ｇ.フランク(山下久厖 沢)，リオリエント アジア時代のグローバル
⑧　 同 上,  pp214-215　　 ⑨　 同 上,  ppl54-155
⑩　 同 上,  ppl58-159　　　 ⑩　 同 上.  ppl76-177
⑩　 同 上,  ppl88-169
⑩
⑩
⑩
⑩
口
⑩
⑩
⑩
○
⑩
⑩
フジタ ヴァンテ縊 大嶋仁「オリェンタIリズムとインド」，原インドの世路 東京美1995,  ppl44-145
郷 部 木県｡ アジア ノーレキッサンスの時代 渡辺１快 のアジア気 学陽害畆2000Jp10-14
池内了，「複雑系にみる『科学的ａ明JI 酬 大旗冰と地味温暖化』，朝日新聞，2002年8月27日。第20面
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５　おわりに一結語
昨今の社会史研究は，庶民 の日常的行為や心性
といった歴史の深層から全体を浮かび上がらせよう
とするあまり， テーマ史になりがちで，かえって
全体が見えにくくなってしまっている。
そこで，全体史としての学習を行うことを通し
て，日本人が苦手としている垂直的思考を行い，
歴史を 匚有意味な全体性」 として，立体的，垂直
的に把握することを試みた。それは取りも直さず，
垂直的な思考を通して，思考をより意志的，構成
的にすることをも意味している30）。
現行Ａ 匚諳文明の接触と交流」における５つの世
紀は， 個々に重要な意味を持つとともに， ５つを
通して（全て）学習し終えたときに，また違った
意味を持つ ゆえに，上記単元は三層構造を基盤 に
５つの時代を全て取り上げて構成すべきである。
［注］
１）デボノが提唱した 厂水平思考」の対概念とし
ての 匚垂直思考」ではなく，立体幾何学的に物
事を捉え，（構造を）分析，把握しようとする思
考方法をさす。
２）二宮宏之『歴史学再考　生活世界から権力秩
序へ』，日本エディタースクール出版部, 1994,
p208o 匚ブロックは『なにが生じたかを語り，そ
れはなぜかを説明する』ことを 自らの課題とし
ていた……。歴史家 としての彼の関心 は，経済
的・社会的・政治的・文化的な生活についての相
対的に持続的で規則的なパターンが優越する時空
間的境界を発見し，有意味な総体として中世欧
州社会を理解することにあった。」（Ｔ.スコチポ
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